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研修評価

▶評価の考え方
新人看護職員の評価は、修得してきたことの確認をするとともに、フィードバックを行い、  新人看

護職員が自信を持って一歩ずつ能力を獲得していくために行うものである。評価者は、新人看護職員と
一緒に考え、励ます姿勢で評価を行うことが必要です。
▶評価方法
①自己評価に加え、実地指導者や教育担当者による他者評価を取り入れる。
②到達目標に関するチェックリストなどの評価表（自己評価および他者評価）を用いて評価する。ま

た、総合的な評価を行うに当たっては面談なども適宜取り入れる。
③評価は、その時にできない事を次にできるようにするためのものであり、基本的には臨床実践能力の

向上を目指したフィードバックを行う。例えば、技術ができたか、できなかったかのみを評価するの
でなく、次の行為につながるようにできたことを褒め、強みを確認し励ますような評価を行う。

④総括的評価は、教育担当者または各部署の所属長が行う。また、新人看護職員研修修了時には、所属
部署や施設単位で修了証を発行するなどの方法もある。

新人看護職員の研修プログラムの例

次の表は、新人看護職員研修プログラムの例ですが、以下の内容はすべて行わなければならないもの
ではなく、各施設の特性に合わせて内容や方法などを自由にアレンジしてください。

教育担当者および実施指導者

新人看護職員研修を効果的に実施するためには、指導者の育成が重要であることから、指導者の研修
を企画する上で必要な到達目標や指導者研修のプログラムの例についても示しています。

研修項目 方法 時間 4月（入職時）～数日間 4月～ 6月 7 ～ 9月 10 ～ 3月

1．新人看護職員研修の概要 講義 1時間 ・目標と計画
・研修手帳の活用方法

2．看護職員として必要な基本姿
勢と態度 講義・演習 3時間

・患者の権利と看護者の責務
・看護者の倫理綱領
・接遇

・実践の振り返り

3．技術的 
側面

清潔・衣生活援助技術
創傷管理技術 講義・演習 6時間 ・スキンケア

・褥瘡の予防：リ
スクアセスメン
ト、体圧分散等

与薬の技術 講義・演習 6時間

・皮下注射、筋肉内注射
・点滴管理：薬剤準備、ボ
トル交換、挿入部の固定、
輸液量の計算等
・輸液ポンプ、シリンジポ
ンプの使い方

・点滴静脈内注射
・薬剤等の管理（毒
薬・劇薬・麻薬、
血液製剤を含む）

・輸血の準備、輸
血中と輸血後の
観察

救命救急処置技術 講義・演習 4時間
・急変時の対応：チームメ
ンバーへの応援要請等
・BLS、AED　　　

症状・
生体機能管理技術 講義・演習 6時間 ・静脈血採血

・フィジカルアセ
スメント
・心電図モニター

感染防止の技術 講義・演習 2時間 ・スタンダードプリコーショ
ンの実施

その他配属部署で必要
な看護技術 OJT 配属部署で必要な看護技術

4．管理的 
側面

安全管理
災害・防災管理 講義・演習 3時間

・医療安全対策：組織の体制、
職員を守る体制、事故防止
策、発生時の対応等
・消火設備

情報管理 講義・演習 3時間 ・個人情報保護 ・診療情報の取り扱い
・記録

研修の振り返り
フォローアップ 1時間 ・振り返り ・振り返り ・振り返り


